
第 9 回理事会 
8 月 5 日 午後 4 時 45 分～6 時 35 分 
 
木下会長、吉本・小田副会長、杉山専務理事、西村・弘山・田中（義）・萬・田

中（豊）各常任理事、武藤・田村・河村・城甲・茶川・山縣各理事、山本・武

内・藤野各監事 
 
 
協議事項 
1 郡市医師会との懇談会について 
 平成 22 年度に会長が交代された 10 郡市医師会を対象に懇談会を開催するこ

とを提案、その内容について協議した。 
 
2 県派遣依頼の医師・看護師等の依頼条件について 
 山口国体・山口大会実行委員会より、業務として派遣要請する医師等の依頼

条件（謝金等）の提示案について、意見を求め、協議を行った。 
 
3 臨床研修医国内外派遣等の選考について 
 選考委員会を開き決定された事業対象について理事会に諮り、承認した。 
 
4 「若年者心疾患対策協議会」の名称改訂について 
 若年者心疾患対策協議会から、会の名称を「若年者心疾患・生活習慣病対策

協議会」に改め、若年者の生活習慣病増加に対し取り組むことについて、意見

を求められ協議した。原案に同意することになった。来年、評議員会において

諮られる。 
 
5 平成 22 年度中国四国学校保健担当理事連絡会議・中国地区学校医大会（平

成 22 年 8 月 22 日）について 
 本県引受で開催。準備状況を報告し、日程等が了承された。 
 
人事事項 
1 地方独立行政法人山口県立病院機構評価委員について 
 県立病院の地方独立行政法人への移行に伴い、業務活動、財務状況等を客観

的に評価する県の附属機関として設置される委員会委員の推薦依頼があり、地

域医療担当である小田悦郎副会長を推薦することを決定した。 
 



報告事項 
1 都道府県医師会生涯教育担当理事連絡協議会 
（7 月 16 日） 
 原中会長の挨拶に続き、第 28 回日本医学会総会の案内が永井準備委員長から

あり、議事に入った。三上担当常任理事から生涯教育関連事項について、岐阜

県医師会から「申請システム」を中心とした制度への取り組みについてそれぞ

れ報告があった。また、日医雑誌 9 月号で日医生涯教育制度特集を組み、会員

へ周知することが報告された。（杉山） 
 
2 第 41 回日本看護学会-看護総会-学術集会 
（7 月 16 日） 
 「看護の思いをかたちに－語る・行う・創る－」をテーマに開催された日本

看護学会（主催、引き受け：社団法人山口県看護協会）の開会式に出席、祝辞

を述べた。（木下） 
 
3 山口大学医学会評議員会・総会（7 月 17 日） 
 学部長交代に伴い新役員及び評議員の選出が行われ、承認された。21 年度事

業・会計報告、22 年度事業計画・予算案について審議した。（木下） 
 
4 臨床研修指定病院合同説明会「東京会場」 
（7 月 17 日） 
 参加病院は 5 病院、ブース訪問者は延べ 70 名であった。延べ・実質人員とも

前年を上回っている。（田中豊） 
 
5 第 1 回山口県糖尿病療養指導士講習会 
（7 月 18 日） 
 平成 22 年度、第 1 回目を開催。開講式後、講義が行われた。受講者 184 名。

（弘山） 
 
6 第 1 回都道府県医師会長協議会（7 月 20 日） 
 原中会長の挨拶、日本医学会矢崎会頭から第 28 回総会への出席要請があり、

引き続き各県から提出された 12 件の質問・要望について、担当役員の回答、説

明があった。（木下） 
 
7 第 73 回山口県医療審議会医療法人部会 
（7 月 21 日） 



 医療法人の設立認可、解散認可について審議した。（木下）   
 
8 勤務医部会第 2 回企画委員会（7 月 22 日） 
 病院勤務医との懇談会・女性医師との座談会開催について協議した。病院勤

務医との懇談会については、勤務医部会が主体となり企画することが既に決定

されている。（城甲） 
 
9 医事案件調査専門委員会（7 月 22 日） 
 病院 3 件の事案について審議を行った。（西村） 
 
10 第 1 回山口国体プロジェクトチーム 
（7 月 22 日） 
 山口国体におけるうっかりドーピング防止体制について協議した。また各郡

市医師会に対しアンケート調査した結果について意見交換した。（城甲） 
 
11 労災診療費算定基準説明会 
（6 月 17 日）（7 月 1 日）（7 月 22 日） 
 算定基準の改定に伴う説明会が県下 3 地区で開催され、山口労働局より依頼

があり挨拶を行った。開催地区と出席者は、下関市（72 名）、山口市(66 名)、下

松市(87 名)。（河村・城甲） 
 
12 日医第 6 回男女共同参画フォーラム 
（7 月 24 日） 
 「男女共同参画のための意識改革」をメインテーマに、鹿児島県医師会の担

当で開催された。内閣府男女共同参画岡島局長の基調講演等があり、シンポジ

ウム「男女共同参画のための意識改革」が行われた。最後に第 6 回男女共同参

画フォーラム宣言が採択され、次期担当県である秋田県医師会小山田会長の挨

拶があった。（田村） 
 
13 おいでませ！山口国体・山口大会募金推進委員会第 7 回幹事会（7 月 27 日） 
 企業協賛と連携した募金の要請、募金の進捗状況等、これまでの取り組みに

ついて報告があった。また、募金推進強化月間の取り組みについて協議を行っ

た。（事務局長） 
 
14 県民の健康と医療を考える会世話人会・企画委員会（7 月 28 日） 
 まず、22・23 年度代表世話人の選任について協議、引き続き山口県医師会が



代表世話人となることが決定された。次いで 22 年度の事業計画について協議し

た。主催となる実行委員会メンバーへの参加要請について理事会で承認された

「2010 ピンクリボン in やまぐち」の企画を、県民の健康と医療を考える会の事

業とすることを提案、承認された。（田中義） 
 
15 都道府県医師会産業保健担当理事連絡協議会（7 月 28 日） 
 地域産業保健センター事業並びに産業保健推進センター事業の今後の方向性

について、情報交換が行われた。（河村） 
 
16 中国地区社会保険医療協議会山口部会 
（7 月 28 日） 
 医科では新規 1 件（組織変更）が承認された。（小田） 
 
17 医療・保険研究会（7 月 29 日） 
 徳山医師会において周南 3 地区医師会（徳山、光市、下松）を対象に開催。

テーマを「保険指導」に絞り、個別指導指摘事項例、個別指導の対応方法等に

ついて説明及び討論を行った。また、会員からの質疑について協議した。（萬） 
 
18 防府医師会女医部会総会（7 月 29 日） 
 祝辞を述べ、会のますますの発展を祈念した。 
（木下） 
 
19 山口県介護保険研究大会第 1 回実行委員会 
（7 月 29 日） 
 介護保険研究大会の運営・開催内容等について協議を行った。（河村） 
 
20 日医勤務医委員会（7 月 30 日） 
 委員長・副委員長を選任し、原中会長から、「すべての医師の協働に果たす勤

務医の役割」について 22、23 年度にわたり検討すべく事項の諮問があった。（田

中豊） 
 
21 第 23 回全国有床診療所連絡協議会総会・講演会（7 月 31 日～8 月 1 日） 
 岡山県で開催。1 日目は総会と講演 2 題が行われた。2 日目は講演及びシンポ

ジウムと特別講演（公開講座）が行われた。（河村） 
 
22 木村春雄先生叙勲祝賀会（8 月 1 日） 



 盛大に挙行され、祝意を述べた。（木下） 
 
23 広報委員会（8 月 5 日） 
 会報主要記事掲載予定、代議員会印象記担当委員、広告掲載依頼の可否、県

民公開講座（11 月 14 日開催）の運営・広報・フォトコンテストのチラシ配布、

tys スパ特で取り上げたいテーマ等について協議を行った。また、歳末放談会の

司会者、転載コーナーの担当委員について確認した。 
（田中義） 
 
24 会員の入退会異動 
 入会 15 件、退会 9 件（死亡退会含む）、異動 10 件〔8 月 1 日現在会員数：1
号 1,323 名、2 号 943 名、3 号 431 名、合計 2,697 名〕 
                              
医師国保理事会  第 6 回 
1 山口県国保連合会第 1 回理事会について 
（7 月 22 日） 
 重度心身障害者、乳幼児医療費及び母子家庭医療費の審査及び支払業務取扱

規程の一部改正や平成 21 年度事業・決算報告等について審議、議決した。（木

下） 
 
2 中国四国医師国保組合連絡協議会について 
（7 月 24 日） 
 鳥取県医師国保組合の担当で開催され、代表者会議では、全体会議の運営等

について協議し、また、全体会議では、提出された 5 議題について各県から回

答があった。 
 最後に鳥取市の徳永進 野の花診療所院長による「原っぱの診療所から」と題

した特別講演があった。（木下、田中豊）   
 
母体保護法指定審査委員会 
1 母体保護法による指定医師申請について 
 申請 1 件を審議、承認した。 


